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【研究活動の要約】 

京都府宮津市上宮津地区に位置する杉山（697m）には、北向き斜面の中腹から山頂にかけて上宮津ス

ギと呼ばれる巨木の天然林が見られ、古いもので樹齢 400年以上であると言われている。樹形は株スギ

状（台スギ状）をしており、一般に株スギと呼ばれている。この上宮津スギ天然林の現状について森林

調査をしたとともに、スギ林の成立や保存過程についても解析した。 

まず、上宮津スギの基礎データを作成するために、2002 年撮影の航空写真を基に、上宮津スギの巨

木の位置図を作成した。つぎに、上宮津スギの現存状況および広葉樹との混交状況を把握するために、

平成 24 年 9 月に、20ｍ×40ｍの調査プロットを３カ所設定し毎木調査を行った。立条している株スギ

について現存量を推定し、資源的価値を解析した。さらに、局所地形等と上宮津スギならびに林相との

関係を GIS を用いた景観生態学的手法に基づいて解析した。これらの調査・解析と平行して、明治期

以降の上宮津スギの伐採等に関する履歴について、地元関係者の聞き取り調査を実施した。 

【研究活動の成果】 

上宮津スギらしい樹木は、杉山の頂上付近に2295本あり、それらの樹木位置図をGISを用いて作成し

た。上宮津スギ林内に設置した３カ所のプロット調査の結果、以下のことが明らかになった。 

立木密度 75本／ha、平均樹高 15ｍ、平均胸高直径112.3cm、林分断面積 102.1m2／ha、林分

蓄積 615.6m3／ha。また、広葉樹は、プロット全体で53種確認され、主なものは、ミズナラ、リョ

ウブ、タムシバ、キブシ、カナクギノキ、クロモジ、ヤマモミジ、クマシデであった。蛇紋岩地帯特有

のマルバマンサク、キンキマメザクラ、ヒュウガミズキも確認した。 

台スギ状に立条している上宮津スギを99本確認した。立条木の直径は平均13.7cm、最大78cmであっ

た。また、台木の部分の胸高直径は平均して年当たり0.74cm成長していた。立条している上宮津スギ

は、今なお成長を続けているものの、残存数は少なく、その学術的価値ならびに文化・観光資源的価値

は極めて高いといえる。 

【研究成果の還元】 

●H24/10/20 第 63回応用森林学会大会（龍谷大学瀬田キャンパス） 

 友國慎也・長島啓子・田中和博・三好岩生「上宮津スギ天然林におけるスギの分布状況とその特性」 

●報告書： 平成 24年度 ACTR「上宮津スギ天然林の資源把握とスギ林成立・保存過程の解明」84pp 
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図１：上宮津スギが生育する杉山の位置図       図２：杉山の上宮津スギ林 

 

 

図３：台スギ状に立条している上宮津スギ   図４： 使用した航空写真（2002年撮影） 

                          

                         表１： プロット調査結果 

 
図５：作成した立木位置図（2012） 

 


